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ＳＰＣ－Ｓ７ＳＰＣ－Ｓ７ 開発経過開発経過

• 1977 R．A.Ｓｃｈｍｉｔ(アメリカ森林局) 開発
• 198６ 防災科学技術研究所 導入

アナログ処理器アナログ処理器

• 1987 新庄Ⅰ型
• 1988 新庄Ⅱ型
• 1989 SPC-Ⅴ

ダブルスリット ＬＤ

SPC-S4
シングルスリット ＬＤ



ＳＰＣ－Ｓ７ＳＰＣ－Ｓ７ 開発経過開発経過

• 1990 SPC-Ⅴ
LD LD・IC 3/2乗アナログ積分

• 1991 SPC-Ⅵ
LD LD・IC V/F変換積分

演算器



ＳＰＣ－Ｓ７ＳＰＣ－Ｓ７ 開発経過開発経過
デジタル処理器デジタル処理器
• 1992 SPC-Ⅶ

LD 出力信号：デジタル(32分割)
スリップリング(風向舵)

• 1995 SPC-S7
SLD プリアンプ：単電源OP-AMP

SNOW PART ICLECOUNTER SPC-Ⅶ データ処理装置

SNOW PARTICLE COUNTER SPC-S7
電 源 データ伝送

データ処理装置

電 源 FUSE(2A)

入力モニタ RS-232C(1秒間ﾃﾞｰﾀ)

NIIGATA ELECTRIC CO.,LTD



ＳＰＣ－Ｓ７ＳＰＣ－Ｓ７

• 1996 JHー札幌エンジニアリング殿
車載仕様(４台)納入

2006/12 本田技研殿納入

• 1997 (防災科研・新庄 降雪実験棟完成)
(5月木村忠志博士死去)

• 1998 検定装置・製作

センサ感部
投受光をアルミ一体成型化

→振動ノイズ消滅

• 1999 極地研究所殿 低温仕様(４台) 納入
第41次南極観測隊 西村博士

南極みずほ基地にて観測に成功

一体化



ＳＰＣ－Ｓ７ＳＰＣ－Ｓ７

• 2001 気象研究所殿
飛砂仕様(3台その後7台)納入

• 2002 防災科研・新庄支所殿
風洞仕様(３台)納入

• 2003 イギリス リーズ大学納入
• 2006 フランス ＣＥＭＡＧＲＥＦ(農業系国立研究所)納入
• 2007 スイス ＳＬＦ(ダボス・雪崩研究所)納入
• 2010 フランス ＬＧＧＥ(極地研究所)納入

センサー ・ヘッド

基板 ・収納箱

風向

ケーブル

受光部

投光部

2007/3 五月書房



ＳＰＣ－Ｓ７ＳＰＣ－Ｓ７

特長

• 安定性能 再現性が高い
・光源(ＳＬＤ) 点光源・高輝度(発光面積≒数μm) →理想に近い平行光

→粒子の通過位置による差がない

マルチ発光(830±15nm) →低コヒーレント
→コヒーレンスノイズ(干渉波)がない

・ノイズ対策 投・受光部アルミ一体成型 →振動ノイズ除去

カバーガラス非平行化(３°傾斜) →光・反復ノイズの除去
・電気回路 専用アナログＩＣ →片電源OPアンプ、コンダクタンスアンプ、

ピークホールド

・検定装置 空間にワイヤを張り回転させる →較正時の暗ノイズ除去

・低温対策 センサ感部を保温 →南極で観測成功



ＳＰＣ－９１ＳＰＣ－９１ 飛砂仕様飛砂仕様

・2009 気象研究所・理化学研究所と共同開発
→オーストラリアで実験観測成功

特長

• センサ感部
・温度範囲

基準較正温度＝２０℃±２０deg
→(cf) 雪対象＝Ｔ±10deg

→放熱対策が主

・同軸２連センサ

→同位置・２高プロファイル



ＳＰＣ－９１ＳＰＣ－９１ 飛砂仕様飛砂仕様

特長

• データ処理器
・使用ＣＰＵ Ｚ８０→Ｈ８マイコン

・データ収納 ＰＣ→内臓メモリカード

(ＣＦカード)
・時刻データ ＰＣ時計→ＧＰＳ時計

・粒径分割数 32step→６４step
・モニタ・コマンド 無線ＬＡＮ接続

・信号オフセット 固定→ＣＰＵ制御

・筐体 ラック据置

→透明プラボックス壁掛

・センサ感部とデータ処理器は１対１で対応



ＳＰＣ－９１ＳＰＣ－９１ 飛砂仕様飛砂仕様

2010-6 モンゴル飛砂実験



ＳＰＣ－９５ＳＰＣ－９５ 飛雪仕様飛雪仕様

・2010 ＪＡＭＳＴＥＣ殿納入予定

特長

• センサ感部

・ＳＰＣ－Ｓ７ＳＰＣ－Ｓ７と同一仕様

• データ処理部

・ＳＰＣ－９１ＳＰＣ－９１と同一仕様



簡易型吹雪量計簡易型吹雪量計 ＳＰＮ－Ｓ１ＳＰＮ－Ｓ１
・2009 名古屋大学と共同開発

→2009/2010冬季 石狩、フランスアルプスで実験観測成功

(補助電源使用)
南極Ｓ１６基地では発電機故障で失敗

特徴

南極で吹雪量を長期間、無人での自動観測を目指す

発電機、電池などを含めたシステムを構築する

粒径別数量計測→視程計測→吹雪量計測

吹雪粒子の空間密度、粒径を反映したフラックスの大小が光量の減衰量に対応

• センサ感部

・光ファイバー使用

・温度範囲 －４０℃以上

(光ファイバーのデータがない)
・感知領域 W102×H3×D7
・スリップリングが使えない

→風向回転数・有限



ＳＰＮ－Ｓ１ＳＰＮ－Ｓ１ 簡易型仕様簡易型仕様

• データ処理器

・設置場所 氷床下
電池、発電機コントローラなどと一緒に保温ボックスに収納

主要部分はＳＰＣ－９を採用
・使用ＣＰＵ Ｈ８マイコン
・データ収納 内臓メモリカード(ＣＦカード)
・時刻データ ＧＰＳ時計
・モニタ・コマンド 無線ＬＡＮ接続
・信号出力 吹雪量に相当する１秒間積分電圧＋風速(m/s)



ＳＰＮ－Ｓ１ＳＰＮ－Ｓ１ 簡易型仕様簡易型仕様

風洞実験 結果 (2009/7 防災科研・新庄)
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ＳＰＳＰNN－－SS１１ 簡易型仕様簡易型仕様

石狩実験場(寒地土木研究所) 吹雪観測

2009-1-14 2010-3-14



ＳＰＮ－Ｓ１ＳＰＮ－Ｓ１ 簡易型仕様簡易型仕様

フランス・Col du Lac Blanc 吹雪観測

2009-12-11 2010-1-06
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